












テ ー マ  地域のつながりの再構築を目指して 
公開期間  ２０２１年２月５日（金）～7月３１日（土） 
公開方法  WEB シンポジウム（オンデマンド配信 事前登録制） 























  開会のあいさつ       田中 滋（公立大学法人埼玉県立大学 理事長） 
 
  第１部 基調講演 
   「地域共生社会の実現を目指した国の施策動向とコロナ禍での対応」 
笹子 宗一郎氏 （厚生労働省老健局認知症施策・地域介護推進課 課長） 
 
  第２部 シンポジウム「支援者をいかに支えるか～子どもの食支援活動から考える～」 
 
講演１「子どもの食支援の現状」 
              佐藤 匡史氏（日本こどもの居場所ネットワーク埼玉支部事務局／ 
川口こども食堂 代表） 
講演２「支援者をいかに支えるか～民間の立場から～」 
吉川 尚彦氏（埼玉県生活協同組合連合会 専務理事） 
講演３「支援者をいかに支えるか～都道府県の立場から～」 
                        古川 泰之氏（埼玉県福祉部少子政策課 副課長） 
講演４「支援者をいかに支えるか～大学の立場から～」 
川越 雅弘（埼玉県立大学大学院／研究開発センター 教授） 
 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































朝⽐奈 ミカ 中核地域生活⽀援センターがじゅまる センター⻑
池田 洋光 ⾼知県中⼟佐町⻑
池田 昌弘 NPO法人全国コミュニティライフサポートセンター 理事⻑
大原 裕介 社会福祉法人ゆうゆう 理事⻑
奥山 千鶴子 NPO法人子育てひろば全国連絡協議会 理事⻑
加藤 恵 社会福祉法人半田市社会福祉協議会
半田市障がい者相談⽀援センター センター⻑
菊池 馨実 早稲田大学法学学術院 教授
佐保 昌一 日本労働組合総連合会 総合政策推進局⻑（第７回から）
助川 未枝保 船橋市三山・田喜野井地域包括⽀援センター センター⻑
⽴岡 学 一般社団法人パーソナルサポートセンター 業務執⾏常務理事
田中 滋 埼⽟県⽴大学 理事⻑
知久 清志 埼⽟県福祉部⻑
野澤 和弘 一般社団法人スローコミュニケーション 代表
植草学園大学 客員教授
原田 正樹 日本福祉大学 副学⻑
平川 則男 日本労働組合総連合会 総合政策局⻑ (第６回まで）
堀田 聰子 慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科 教授
本郷谷 健次 千葉県松⼾市⻑
宮島 渡 全国⼩規模多機能型居宅介護事業者連絡会 代表
◎宮本 太郎 中央大学法学部 教授





















































































































































































































内容 従前の予防給付相当 緩和された基準 住⺠主体 短期集中予防 住⺠主体の移動⽀援



























































































































































































































































































































































































































































【目標値】2020（令和２）年度末 指導者養成研修 ： 2.8千人（2018（平成30）年度末実績 2.5千人）
実践リーダー研修 ： ５.0万人（2018（平成30）年度末実績 4.4万人）















































































































































































































































































































































































































































































































































































平成27年度 28年度 29年度 30年度 令和元年度
介護サービス 3.8％ 3.3％ 3.9％ 3.1％ 2.4％
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Saitama Prefectural University ■ 研究開発センターシンポジウム2020 ■ 
第２部：パネルディスカッション 
 
  川越 雅弘（座長） 
佐藤 匡史 氏 
吉川 尚彦 氏 
古川 泰之 氏 
 
川越：それでは、シンポジウム「支援者をいかに支
えるか～子どもの食支援活動から考える～」のパ
ネルディスカッションを始めたいと思います。 
  最初に、シンポジストの方々を私のほうから紹
介します。日本こどもの居場所ネットワーク埼玉
支部事務局であり、川口こども食堂の代表をされ
ています佐藤匡史様です。次に、埼玉県生活協同
組合連合会の吉川尚彦様です。続きまして、埼玉
県福祉部少子政策課古川泰之様です。あとは、私、
埼玉県立大学の川越、4名でパネルディスカッショ
ンを進めていきたいと思います。 
  本日は、3つの論点でお話を進めていきたいと思
います。1点目は、支援者として活動をさまざまさ
れているなかで感じている課題について、もう一
度共有したいと思います。例えば、子ども食堂を
やっていく、フードパントリーをやっていく、フ
ードドライブ活動をやっていくなど、支援者とし
て行っている活動を実施する上での課題について
お話しいただきたいと思います。2点目ですが、こ
れら支援者を支援するために、さまざまな取り組
みをやってこられていますが、そのなかで感じて
いる課題について共有したいと思います。最後に、
こうした課題を受けて、今後どのような形で支援
者支援を行っていくのかについて、皆さんとディ
スカッションを深めていきたいと思います。 
  それでは、1点目です。支援者として様々な活動
を今までされてきたかと思います。そうした活動
を通じて感じておられる課題について、まずは佐
藤様からお話をいただきたいと思います。子ども
食堂をやってこられて、そして、子ども食堂がコ
ロナ禍で少しやりにくくなってきて、フードパン
トリーにだいぶシフトされているという状況下で、
さまざまな活動をする上で様々な弊害が生じてい
る。そうした今活動を行う上で困っていることに
ついて、もう一度お話しをいただければと思いま
す。それでは、佐藤様、よろしくお願いいたしま
す。 
 
佐藤：佐藤です。よろしくお願いいたします。 
  今年の頭からのコロナ禍で大きな変化があるも
のとしては、こどもの居場所づくりの活動の1回当
たりの開催コストが非常に大きくなっているとい
う点です。もともとはいわゆる子ども食堂みたい
な言い方でずっと続いてきている子どもの食支援
は、みんなで集まってみんなで食事をするという
ことで、例えばカレーライスを50人分作るといっ
ても、そんなにコストがかからなかったのです。
それをお弁当スタイルにして持って帰ってもらう
とか、あるいは、調理自体をやめようと。感染予
防の観点から調理をやらずに、食材そのものを持
って帰ってもらうってことになると、そこにカレ
ーライスの温かみみたいなものがなくなった分、
それなりの食材をちゃんと詰め合わせて差し上げ
ないといけなくなるので、そうすると、1回当たり
のコストが、5倍から下手をすると10倍ぐらいにな
ってしまうという、そういうことが実際問題起こ
っています。そういう意味で、今まで何とか自分
たちで持ち出し、もしくはご寄付で賄えていたも
のが、急激に運営資金が続かなくなっているとい
う、そういう状況が今生まれてしまっています。 
川越：そうすると、子ども食堂を行うときに必要な
食材量とパントリーを行うときに必要な食材量は
だいぶ違うということになりますね。 
佐藤：そういうことです。 
川越：そのためにも、必要な食材量を提供いただけ
る状況もつくらなければいけないということです
ね。現状では、コストもだいぶかかってきてしま
っていて、活動がしにくくなっているという状況
だということでよろしいでしょうか。 
佐藤：そういうことです。 
川越：なるほど。さて、子ども食堂の数は一時期か
なり増えましたよね。 
佐藤：増えました。埼玉県内でも400近くになってい
て、全国でも4,000近くになっていたところが、
2020年の2月以降は恐らく2割から3割ぐらいしか
再開できていないという状況が生まれています。 
川越：再開できない理由としては、今日お話し下さ
ったように、感染対策の困難さという側面もあれ
ば、コストの増加といった側面も含めて、なかな
か活動がしにくくなっているということですね。 
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佐藤：そうです。動きにくくなっているということ
です。 
川越：分かりました。では、次に、吉川様に伺いま
す。生協としては、子ども食堂、フードパントリ
ー、フードドライブなど、様々な取組をされてい
るかと思います。こうした活動を生協として行っ
ていく上で感じておられる課題があれば、お話し
いただけますでしょうか。 
吉川：主には、フードバンク、フードドライブの関
係になります。4年ほどフードバンクに関わって家
庭内の在庫を寄せるということはやってきており
ますけれども、その中で常設のフードドライブの
会場、拠点を徐々に増やしてきたわけです。当初
はイベントのときにやるというスタイルだったん
ですけれども、それから実際には常設にすること
によって組合員さんが持ち込みやすいというんで
すか、寄せやすい、いつでも行けるという状況を
作ってきたわけです。ただこの間の子ども食堂の
広がりやフードパントリーが埼玉でも大変広がっ
ていて。実はフードパントリーは、他の県の生協
さんに「埼玉ではフードパントリーって広がって
いるんだよね」と言うと、「それって何」って聞
かれるようなこともありまして、埼玉県の支援で
広がっているんだと思うんです。一方で、でも、
常設のフードドライブの拠点は、必ずしもそんな
に広がっているわけではないのではないかという
ふうにも思っていますし、生協自身でもなかなか
増やせていないんです。それはコスト、いろいろ
な問題があるわけですけれども、もともと身近に
ここに持っていけばいいんだねということが分か
りやすく増えていくということが必要なのではな
いかというふうに思っているのが、1点です。 
  それと、もともと生協が始めるときも、フード
バンクという言葉自体がさっぱり分からず、その
後フードドライブ、ドライブって何だということ
とかですね。今後は、市民の個人や、あるいは事
業者の参加を継続的に広げていくということで言
うと、常にこの活動の意味だとか必要性だとか、
そういう理解をできるような場面、学習の場面を
作っていくということが、とても大事かなという
ふうに思っています。今でもこの活動について残
念ではありますけれども、「それは個人の問題で
はないか」というような声もないわけではありま
せんので、常に活動の意味を理解したり、学習し
たりしながら、そして、でも、実際には身近に食
材を持っていける、それが何か役に立っていると
いう、そういう実感が持てるような取り組みにし
ていくということが課題かなというふうに感じて
おります。 
川越：1つだけ質問なのですが、生協のフードドライ
ブ活動は、組合員の方々から提供されたものを集
めていくといった形なのか、地域の方の分も集め
ていく形なのか、いかがでしょうか。 
吉川：それについては、基本私たちは自分たちの広
報媒体でイベント時でも、あるいは常設の拠点に
ついても、ここでやっていますよとお知らせして
います。生鮮品は基本は取り扱いませんので、そ
ういうことも伝えたり、こんな活動なんですとい
うことも伝えながらやっていますので、基本は組
合員向けではあるんです。でも、これだけ地域に
子ども食堂やパントリーが広がってきている中で
は、持ち込む方はもともと組合員ではなくても全
然構いません。ただ伝える手段が必要ですので、
そういった点は、子ども食堂やパントリーや拠点
が自分が住んでいる町だとどこにあるのかという
ことが見えるようになってくれば、人は動き出す
というか、持っていけるというふうになるのでは
ないかというふうに思います。そこは、生協の中
だけの取り組みではなくて、地域での連携という
ことが大事になってくるのではないかというふう
に思います。 
川越：フードドライブで集めた食材を、例えばフー
ドバンク埼玉に持っていくための配送の問題があ
りますよね。そのあたりはいかがでしょうか。 
吉川：そもそも物を動かすというのは、生協自身の
宅配事業がまさにそうですけれども、商品を仕入
れて保管し、管理し、運搬し、あるいは横持ちも
し、そういう一連の流れというのは、膨大なコス
ト、システム設計が必要なわけで、結局そこが大
きなハードルになるわけです。ですので、なかな
か常設の拠点が増やしにくいというのは、いった
ん受けてもそれを運ばなくちゃいけないというこ
とで。今は、同じ協同組合の仲間であるワーカー
ズさんとかが、運搬のところはやっていただいた
りしています。宅配になると、ものすごく費用も
かさみますので、そこがハードルとしてはありま
して、課題かなというふうに感じております。 
川越：拠点から拠点の間の配送を誰が担うのかとい
った問題ですね。 
吉川：当然車も必要になります。 
川越：そうですね。人だけでなく車の手配の問題、
そこにかかるコストの問題なども含めて、いろい
ろな問題が実は生じているというところかと思い
ます。そういった認識でよろしいでしょうか。 
吉川：はい。 
川越：ありがとうございます。従来の子ども食堂と
いう形態からフードパントリーなどの形態へとや
り方を変えざるを得ない状況になってきた。そう
したなか、食材提供の量を増やしていかないとい
けなくなってきた。こうした新たな課題が生じて
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いる実態が少し見えてきたかと思います。 
お二人には，支援者側のお立場から現状と課題
について話をいただきました。これら実践者のお
話を聞かれて、支援者支援の仕組みなどを今まで
作ってこられた埼玉県の立場として、どのように
感じられたかというところを一言頂けますでし
ょうか。古川さん、いかがでしょう。 
古川：今お話を伺いまして、まず民間の方が非常に
活発にやっていただいているなというのが、最初
の印象になります。 
  私たちの役割というのは、食材を提供したいと
いう方、あるいは運びたいという方と実際に必要
とされる方というのをおつなぎする仕事になりま
すので、その辺のネットワークもさらに強化でき
ればいいなというふうに今お話を伺っていて思い
ました。 
川越：その辺りのマッチングをどうするか。食材を
提供したい側と受けたい側、両者がいるわけです
ね。その間に立って両者をつなぐ役割というのを
やっていかなければいけないとなってくる。この
問題に対して、県としてどのようにやっていく必
要があるか、どういうことが県だとできそうかと
いうあたりはいかがでしょう。 
古川：今一番やらせていただいているのは、やはり
Facebookを使った情報発信になりまして、こちら
は基本的に毎日更新させていただいております。
そうすることで、読者の方からの注目も常に集め
ることができますし、あとは、意外と企業さんも
見てくださるので、そういった所から支援の申し
出をいただくというような形が、2020年もかなり
成功事例としてありました。それが例えばマスコ
ミに取り上げられると、また他の企業さんが取り
組むという、いいほうのスパイラルが発生します
ので、それをさらに拡大していただきたいと思っ
ております。 
川越：ありがとうございます。 
 第1点目の論点として、支援者の方々の活動を展開
する上での課題についてお話を聞いてきたわけで
すが、今のお話は、子ども食堂さん自身がどう自
分らの活動を広げていくかという話だったかと思
います。子ども食堂の実施者をみると、医療法人
系がやっている所もあれば、民間がやっていたり、
NPOがやっていたり、開設主体がいろいろですね。
もともと持っている機能がだいぶ違う可能性が高
いにもかかわらず、子ども食堂ということでひと
くくりになっているかと思います。有する機能が
異なる方々をつないで、お互いの共通課題の解決
やメリットの共有を図る観点からネットワークを
作る必要があるということで、恐らく子ども食堂
のネットワークを佐藤さんが作られてこられたか
と思います。こうした多様な子ども食堂をネット
ワーキングする上での課題、感じておられること
があれば、お話しいただけますでしょうか。 
佐藤：課題という点で言うと、やはりそれぞれの団
体の方々、活動されている方々の重視する思いと
いうのは微妙に違っていたりするので、子どもの
食支援というふうに一言で言っても、完全にイコ
ールではないと思っていまして。そういう意味で
は、緩やかにつながっていくという、そういうス
タンスが必要で、あくまでもネットワークという
のは後方支援、中間支援であって、統括するよう
なものではないという、そういうスタンスでずっ
とやらせていただいています。 
  あと、さらに言うと、やはりそこに公的な存在
が入っていただいているほうが、より皆さんの信
用も得られやすいですし。例えば子ども食堂団体
さん同士だったら、ある程度お互いのことが分か
っているので、そんなに問題は起こらないのです
けれども、そこに外から企業の方が入ってこられ
たりすると、やはり民間のネットワークというと
ころで若干本当に大丈夫なのかなというところの
不安もお持ちになられるケースもあって。そうい
う意味では、ずっと川越先生の下でやらせていた
だいている埼玉県立大学が主管でいると。あるい
は、埼玉県と連携、協力させていただいていると
いうところをちゃんと前に出すことで、企業の方
も、単に1団体に対して特定の利益供与をしている
みたいなふうに見られるのは非常に弊害がありま
すので、あくまで公的な存在に対して支援をして
いるという、そういう形を見せるために、そうい
う公的な機関と連携するネットワーク作りが必要
なのかなというふうに思っています。 
川越：あと、子ども食堂がどこにあるのかといった
情報は、マッピングされたりして拝見することが
ありますが、それぞれの子ども食堂がどういった
人を対象としているのか、どんなことを具体的に
行っているのかなどの情報に関しては十分ではな
いようにも思いますが、このあたりはいかがでし
ょうか。 
佐藤：あると思います。そこをずっと丹念にやられ
ていらっしゃるのが、むすびえさんとか、そうい
う東京の全国をカバーされているネットワークさ
んだと思うのですが、そこも情報をちゃんと拾っ
て日々アップデートしていくためには、事務局が
必要になってきてですね。事務局をつくれるネッ
トワークってそんなに無くて、私たちも日々自分
たちで何とかやっているような状況で。ですので、
ネットワークを形作った後に、そこからちゃんと
組織化していくというところまでには、もう1ハー
ドルあって、事務局をちゃんとつくれる、事務局
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を回していくための人件費をちゃんと工面できる
というところが、次の多分課題になるのかなと思
っています。 
川越：そうすると、各々の子ども食堂が持っている
共通の必要要素、例えば事務局、事務局機能です
ね。それを個々の子供食堂が持つというのは現実
難しいので、ネットワークの中の事務局がそこを
カバーしてやっていく形をつくっていかないとい
けないと。 
佐藤：そうです。事務局をいろいろなネットワーク
でシェアできる仕組みがあれば、非常に有効なの
かなとも思います。 
川越：なるほど。ありがとうございました。 
 では、吉川さんに伺います。生協さんという組織
には、購買生協と医療生協がある。さらに、埼玉
県の場合は、購買生協の中もいくつかの組織にわ
かれているわけですね。県の連合会は、各組織の
活動を束ねるお立場かと思います。医療生協の取
組、購買生協の取組を総合化していくという点で
感じておられる課題があれば、お教えいただけれ
ばと思います。 
吉川：生協連そのものは、指導性というよりは情報
交換だったり、あるいは交流だったり、学習だっ
たりという、共有と共通認識を作っていくという
のが主な役割ですので、そういうことをやってい
ます。ただこの間は、医療生協さんのやっている
多世代型の食堂から少し食材が足りないというよ
うな、そういうSOSがあった場合に、ハブの機能と
して、われわれとつながっている所に発信をした
りというようなこともさせてもらっているという
ことであります。 
  先ほどのテーマとも重なるかと思うのですが、
課題認識ということで言うと、実はフードバンク
埼玉には主だった生協が入っているわけです。あ
と、協同組合も入っているんですけれども、実際
には会費で運用をしていまして、それはそんなに
大きな額ではないわけです。ただ去年から今年に
かけて募金の募集をしたんです。そうしたところ、
会費と同じぐらいの金額が集まってきまして、そ
れで、今拠点に倉庫を借りたりということをやっ
ているわけです。支援の形って、われわれもそう
ですが、助成金という形での支援もしていますの
で、食材・食料品だけではなくて必要な費用もあ
りますので、お金で参加できるという方もいらっ
しゃると思います。そういう点では、フードバン
クへの支援ということで言うと、そういう呼び掛
けであったりですね。先ほどの報告で、キャンペ
ーンと言ったら食品ロス削減と併せてそういうこ
ともちゃんと社会に発信をして、いろいろな参加
の形が、支援の形があっていいと思いますので、
そういうことを募っていくということも大事かな
と思います。 
  あと、子ども食堂さんなりフードパントリーさ
ん、あるいはフードバンクからお渡しする方たち
はどういうニーズがあるのかとか、こういうとき
にはこういうものが出るよとか、活動を積み重ね
ていく上でそういうこともだんだん分かってくる
ようになっていくことも必要かなというふうに思
います。ハロウィンのときとかクリスマスのとき
には何らかそういうものをお渡ししたいとか、あ
るいは、自分のお金で買ってみたいというか、そ
れは普通のことだと思うんです。選んで買いたい
という。それは、先ほどのお金の支援にも絡むわ
けですが、そういう生身の支援というんですか、
そういうこともできたらいいかなというふうには
思います。 
  私の出身のコープみらいという生協が、高校生
向けの返還不要の奨学金をやっていまして、奨学
金を受けている高校生から便りが届くんです。そ
の中には、例えば月1万円で電子辞書を買いました
とかというのを読むと、そうやって自分で考えて
自分で何かを手にしてという、そういう営みって
とても大事だと思います。そういう意味で言うと、
まだ課題はあるなというふうには思います。 
  生協の活動の中では、取り組みの中でそういう
気付きだとかヒントだとか、あるいは、それを生
協同士が共有して、何ができるかということを考
えることが大事かなというふうに思います。少し
長くなってしまいました。 
川越：ありがとうございます。支援者を支援する取
組の一環として、今ご紹介いただいたような募金
活動や奨学金の支給なども実施されているわけで
すね。 
さて、必要な人に必要な食材が適切に提供され
ることが重要かと思います。そうすると、支援を
受けたい側がどういったものを必要とされてい
るのか、こうしたニーズに合わせて食材を提供し
ていかないと、そこでまたロスが生じることもあ
るのかなと思いますが、今おっしゃったことはこ
のあたりの話ですよね。 
吉川：そうです。ですから、当初子ども食堂が始ま
った頃に個々の食堂さんから生協に直接話があっ
て、そのときはコミュニケーションを取りながら
幾つか個別にも支援させてもらいましたけれども、
どういうものが必要なのかということが先にある
んだと思います。フードバンクは、本当に調理も
できないぐらい大変な方向けの部分もありますの
で、火を使わなくてもできる、そういう食材が中
心でしょうし、子ども食堂さんは調理もできます。
フードパントリーさんだと、お渡しして勝手に持
－　　－71
 
 
 
ち帰ってという。それぞれ違いはあるんだと思い
ますので、そういうことを把握して、できる限り
それにフィットした形で、今こういうのが欲しい
ですよと。 
  今年は、実はお米は結構拠出されているんです
けれども、それはベースとしてはとても大事です
が、お米だけというわけではありませんので、生
鮮品も含めてどういうふうにつなげられたらいい
のかなというのが、課題としてはあると思います。 
川越：そうですね。子ども食堂の関係者を交えたネ
ットワーク会議でも、いろいろな取組をやってお
られる方々から、こういうものを実は欲しがって
おられるので何とかしたいという意見も出されて
いました。医療生協さいたまの老人保健施設みぬ
まで行われるパントリーでも、時期的なことも関
係してか、お肉なども提供したいという話があり
ましたね。 
佐藤：ありました。 
川越：そのあたりも1つの課題ですね。ニーズが変わ
ってきている印象を受けておられますか。 
佐藤：圧倒的に多い要請が、白米なんです。お米が
一番使いますし、あと便利ですということで。 
  あとは、乳幼児のお子さんがいらっしゃるご家
庭とかは、紙おむつとか、あとはミルクとか、そ
ういったもののニーズもすごく増えてきていると
思います。 
川越：そうですね。もしかすると、子ども食堂とい
う形態からスタートしたものがパントリーに変わ
る一方で、コロナにより生活困窮者が結構増えて
きている状況ですので、欲しいと思っておられる
ものも少し変わってきているのかもしれないわけ
ですね。 
佐藤：そうです。 
川越：県のほうでは、物流を整備されたり、いろい
ろな関係者をネットワーキングされたりしてこら
れたわけですね。一方、コロナにより、周辺環境
もだいぶ変わってきた。こうした状況下で、これ
までの仕組みを手直ししなければならないので
はないかと思います。今までの話を聞かれて、従
来の支援についてここは良かったんじゃないか、
ここの部分はもう少し見直していこうなど、感じ
ておられることがあれば、お話しいただければと
思います。 
古川：子ども食堂の関連、フードパントリーを含め
て取り組みの良かったところというのは、やはり
民間の方の自主的な発想で、民間の方の力で実現
できているというところです。例えばニーズの話
なんかも、それぞれ県にも南北東西特徴がござい
まして、それぞれニーズって違うと思うんですよ
ね。それを支援してくださる企業の側のほうも感
じていただいて、さまざまな形で先ほどのネット
ワークを通じて支援していただいているので、こ
の形はまず1つ良かったかなというふうに思って
おります。 
  1つの例としては、ニーズとは少し離れてしまう
のですけれども、先日明治安田生命さんでフード
ドライブをされていたものを子ども食堂さんにお
渡しした所にわれわれも合同でお渡しさせていた
だいたのですが、そのときに食材だけではなくて
色紙を書かれていたんですね。寄付をされた、集
めた明治安田生命の社員さんが色紙を書いてくだ
さっていて、それはまさに支援者支援ではないで
すけれども、「子ども食堂の運営を頑張ってくだ
さい」というようなメッセージが多数寄せられて
おりました。それは、本当にわれわれというか、
普段だと食材を渡しておしまいというところが、
そういった所にまで気が及ぶというのが、民間の
方ならではだということと、また、あとは、書い
てあったメッセージにわれわれも非常に感動させ
ていただいたところです。 
  課題としては、やはり今はどうしてもまずはコ
ロナになってしまうんだとは思うのですが、いか
に継続していくかというところになると思うんで
すね。それを、佐藤さんの先ほどの話だと、量が
どうしても今は足りないという話を頂きましたが、
細々とでも、例えば1年でも2年でも継続して支援
してくださるというような方も必要だと思います
し。その辺をとにかく今は続けていくということ
を優先としたスキーム作りというのが、課題なの
かなというふうに思っております。 
川越：こうした支援を受ける方々のニーズも、多分
地域性もあるし、時期的なものもあるし、だんだ
ん変わっていくでしょうね。そうなると、そうし
たニーズに応えられる企業の方々が提供できるも
のも変わってくるのではないか。そうであれば、
企業の業種の幅を広げていくこと、単に食材だけ
ではなくて、衣服であったり、生活用品であった
りとか、いろいろなものが必要になるのかもしれ
ないですね。多分そうしたネットワーキングも、
今後やっていくようなことになっていくのでしょ
うか。 
古川：実際に食材と言えば食材なんですけれども、
例えばミルク。粉ミルクを寄付してくださる企業
さんなんかもございますし、こういった状況です
ので、マスクを寄付していただいた方なんかもお
られますので、まずそれをしっかり子ども食堂さ
ん、フードパントリーさんにおつなぎしたいと。 
  われわれとしては、基本的には頂く立場ですの
で、ニーズを捉えるというのはもちろん大事なん
ですけれども、やはり寄付したいという思いを確
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実につなげることのほうがわれわれの立場として
は今は大切なので、今はそれをメインに活動させ
ていただいております。 
川越：まずは入り口を広げて、提供したいという方
々の思いに応えていくという点と、一方で、利用
者の方々のニーズも聞きながら、それに合わせて
どう配分をしていくのかという点が課題かもしれ
ないですね。 
古川：それはございます。とにかくこのこどもの居
場所づくり活動というのは、持続可能というとこ
ろで、究極のSDGsであると思うんです。それは、
食材を無駄にしないということにもなりますし、
あとは、子ども食堂がつながっていくことで教育
力の向上にもなります。そういった意味で、うま
くニーズを捉えておつなぎできるように頑張って
いきたいと思っております。 
川越：ありがとうございます。 
 では、3点目に入っていきたいと思います。支援者
の支援の今後の在り方についてです。最終的なベ
ストな形というのは、多くの食材ないし物資が提
供される状況が作られること、それらを集めたと
ころから地域の多くの拠点に配送され保管される
こと、近くの保管拠点に各市町村等の支援者が食
材を取りに行って、直接支援を行っていく。そし
て、支援者側は利用者のニーズを聞きとって、こ
うしたニーズ情報が提供元に伝わって、必要な物
資とのマッチングがきちんと行われていくことが、
県内全域で展開できること。これが最終形態かも
しれないですね。地域拠点がたくさんできれば、
物流コストも減っていくし、逆に言うと、渡さな
くても取りに来てもらうという形も取れるかもし
れない。各市町村の住民が近い所に提供したいと
いう思いに応えられる状況が作れるかもしれない。 
  フードドライブのような集める形態から、個々
の人が物資提供をする形態に代わっていくという
のが、最終的には目指しているところかもしれま
せん。多くの支援拠点を作るとなると、恐らくこ
うした地域展開の形を構築しないと対応できない
のではないかと思います。 
これまでの取組で、県全域での仕組みはできた
けれども、これを市町村単位まで下ろしていくと
いったときに、現行の仕組みをどのように発展さ
せられるかが、これから結構大事なポイントにな
っていき、入口と出口がそろっていないと、多分
継続性が保てないのではないか。こんな話かと思
うのですが、最終的にこうしたものを実現してい
くとした場合に、まずはこの辺をクリアしていく
必要があるのではないかとか、こういったところ
からまず取り組んでいくべきなのかななど、少し
考えておられることがあれば、お伝えいただけば
と思います。佐藤さん、いかがでしょうか。 
佐藤：今現在進めていることの整理になるのですが、
やはりネットワークづくりを促進していくと。そ
の際に、先ほども申し上げましたように、公的機
関と一緒にできるだけ連携を取れるようにする。
そうすることによって、多様な関係者の方々がネ
ットワークに入りやすくなってくると思いますし。
やはりネットワークの中で例えばスーパーマーケ
ットが1社入ってくださったとして、何十カ所のフ
ードパントリー、子ども食堂がそのスーパーマー
ケットさん1社に毎回お願いするというのは、それ
はすぐに限界が来てしまいますので、できるだけ
広く1回当たりの支援の量は少なくてもいいので、
言ってしまえばローテーションみたいな形で、で
きるだけ広い範囲に協力者を得ていくと。そのた
めに公的な存在感を出していかなければいけない
というところで、今川越先生のほうと一緒に進め
させていただいている活動というのを地道に続け
ていくことが、そういうゴールの方に向かう方法
になるのかなというふうに思います。 
  一方で、もう1つ少し感じているのが、これは真
逆の話になるのですが、今までコロナの前は、あ
くまでも民間の草の根運動だったと思うんです。
民間の人たちの有志の人たちが集まって、何か自
分にもできることがあれば目の前の子どもたちに
何かをするという、そういう民間ボランティアの
あくまでも活動だったと思うんですけれども、こ
のコロナによって、その支援対象の方々というの
が一気に広がってしまって、民間の運動から公的
支援の領域に半分足を踏み込んでいるような実感
になるときがあるのです。 
  例えばあるフードパントリーをやられていらっ
しゃる所が、近隣の保健センターさんのほうから、
生活保護を今申請中の世帯に対して、その申請ま
での1週間の間のつなぎの食材を提供して欲しい
って、そういう要請があったんですね。それは、
前からフードバンクさんとかがずっとやられてい
らっしゃったんですけれども、民間のフードパン
トリー、あるいはフードドライブがその機能を担
うようにもなってきているということで。要は、
言いたいことは、そこまでいくと、やはり公的機
関の役割を民間が担っているという、そういう話
にもなるので、あまりそこまで責任感を負い過ぎ
ると、自分たちがつぶれてしまうかもしれないと
思います。なので、開催頻度に、必ずしも毎月や
らなければいけないというところにずっとこだわ
って活動が疲弊していくのであれば、開催頻度を
少し落としてでも細く長く続けていくというよう
な。古川さんがさっきおっしゃったように、とに
かくやめないということを重視するべきだと思っ
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ていて。開催頻度を落としてでも長く続けていく
ということをしている間に、何か次の出口が見え
てくるのではないかというふうに感じています。 
川越：逆に言うと、今は食の支援をやっていく中で
かなり困っておられるご家庭が分かってきたとい
うことですね。 
佐藤：そうですね。 
川越：居場所を確保する、一緒に食事を食べるとい
ったことから、支援が必要と思われる家庭が見つ
かる場合がある。その家庭が医療の問題を抱えて
いるとしたら、その問題に対応できるところ、要
は医療とつなげないといけない。こうした状況が
実は生じてきているというのが現状だということ
ですか。 
佐藤：そういうことです。むしろ食材をその日にお
渡しすることよりも、公的支援にきちんとおつな
ぎすることのほうが重要なケースも見えてきてい
るということだと思います。 
川越：そういう意味では、子供食堂の役割が広がっ
てきて、公的な所とのアクセス確保の問題、そう
した場所を紹介し、つないでいくというところも、
役割の1つに入ってきていると。 
佐藤：入ってきてしまっていると思います。 
川越：なるほど。分かりました。 
 古川さんは県の少子政策課の方ですので、子ども
の領域について考えていくという話になりますが、
仮に子どもの領域から入ったとしても、両親や家
庭全体というのも当然意識せざるを得なくなって
くる。その家庭をどう支えるかの観点で考えると、
健康の問題であったり、生活困窮の問題であった
りが出てくる可能性がある。問題の領域が広がる
場合、なかなか1つのセクションだと対応しにくい
部分も実はあるかと思うのですが、そのあたりは
いかがでしょうか。 
古川：今まさに佐藤さんがおっしゃっていたように、
あまり負担が重くなり過ぎて続けられなくなって
しまうというのが一番危惧されるところですので、
例えば分かりやすいところで言えば、虐待ですと
か、または生活保護の水準の所得しかないとかと
いう方がおられれば、それは民生委員さんですと
か、市なら市の役所の方ですとかに早めにご相談
いただくことが必要だと思います。そういった窓
口として、広く住民の方と触れ合っていただいて
いるというのは、すごく安心ではあるんですけれ
ども、あまり負荷の掛かる前にご相談いただけれ
ばありがたいかなと思っております。 
川越：逆に言うと、そういった別の領域の方々との
ネットワークも作っていかないといけないという
ことになるかもしれないですね。 
古川：ネットワークというか、恐らくそうなってく
ると、民生委員さんだとか市町村の社会福祉協議
会さんだとか、専門の方がおられると思うので、
そういった方との連携を密にしていく必要はある
のかなというふうには思いました。 
川越：そうですね。 
 今定期開催しているオンラインでのネットワーク
会議には、地域包括センターの方とか社協の方、
民生委員の方も一部入っていますが、こうした方
々とつながっていく状況を作っていかないとなか
なか対応が難しいかなと感じておられますか？ 
佐藤：思いますね。特に包括の方々って圧倒的なネ
ットワークをお持ちで、私たちが民間でずっとや
って1年と2年かかっていたことを1カ月ぐらいで
達成できてしまうという、そこはすごい。包括も
公的な機関だと思うのですが、社協さんもそうで
すし、あるいは準公的機関として医療機関さんも
入っていると思いますし、生協さんもそうだと思
うのです。ですので、そういう公的、準公的機関
の方が入ってくださることで、ネットワークが飛
躍的に機能が強化されていくので、そこは本当に
ありがたいですし、その方向をこれからも進めて
いけたらというふうに思っています。 
川越：今までは子ども食堂関係者間のネットワーク
であったものが、公的な役割の一部も担うような
状況になってくると、少しそういった部分に慣れ
ておられる所と組まざるを得ないということにな
りますか。 
佐藤：そうです。組むしかないというかですね。自
分たちだけだと、本当に限界がありますので、そ
ことは何としても連携させていただけたらと思っ
ています。 
川越：今まで、地域包括支援センターの方とつなが
ることはなかったですか。 
佐藤：つながれなかったです。つながりたかったん
ですけれども、なかなかそこにアクセスするのが
難しかったです。 
川越：様々な関係者が集まる会議体があり、そのな
かで地域包括支援センターなどの関係者と交ざっ
ていくことができれば、相談もしやすいみたいな
話になってくるということですね。 
佐藤：そういうことです。 
川越：なるほど。分かりました。 
 吉川さん、生協という組織は、医療法人や医療機
関もお持ちだし、生活を支える組織もお持ちです
よね。生協というのはいろいろな力をお持ちだと
いう感じがするんです。佐藤さんから、生活困窮
であったり虐待であったり、いろいろな問題を抱
えている家庭を見つけたときにどう対応していい
か困っておられるという話がありましたが、この
あたりの問題に対し、生協だと何ができるか、ど
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ういったことがやれそうか、こういったことをも
っとやっていかなければいけないなど、感じてお
られることをお話ください。いかがでしょうか。 
吉川：最初の問題提起の出とか入りのバランス、量
だとか、物資を運ぶ、運搬する物流的な、なかな
かそれをシステムとして構築するというのは、難
易度が高いことなのではないかなというふうに思
います。物の拠点も寄せる拠点も、出ていく拠点
も動きますし。ですので、私たち生協の活動は、
いわゆる共助の世界になるわけですが、共助の世
界って、基本的には何かそのことを知ったり、何
かを感じて、自らの意思としてそういうことをや
ってみたい。そのことにしかも社会的な意味とい
うか、求められるものもあり、かつ自分たちなら
できるというつながりなどを生かしながらやって
いけば、自分たちでもできるねって、この3つだと
思うんです。 
  だから、それをどうやって維持していけるかっ
て考えたときに、行政はこの数年すごく大きな役
割を私は果たしていると思うんです。それは県域
レベルの子ども食堂にしてもフードバンクもそう
ですが、要するにネットワークが埼玉にはあって、
そのことの存在ってとても大きいと思うんですけ
れども、ただ残念ながら物資の流れで言えば、フ
ードバンク埼玉が、浦和とか幾つかに拠点を持っ
ていて、その距離がとても長い。長ければ長いほ
どコストもかかる、身近な所になかなかどこにあ
るか分からないということからすると、その県レ
ベルのネットワークはできてきました。そうする
と、市町村なり、そういう単位での実際に見える
関係の中でのネットワークを、どういうふうに県
域の団体とかが後押ししていけるかということは、
行政を含めて、大きいのではないかなというふう
に思います。 
  子ども食堂のネットワークにしても、パントリ
ーのネットワークにしても、フードバンクにして
も、人も重なっているわけですけれども、そこで
の課題の出し合いだったりとか、あるいは何でも
そうですが、生協もそうなんですけれども、埼玉
は「何でもやるのは浦和ばかり」と言われたりも
するんです。なので、西のほうはどの辺にまずそ
ういうネットワークをつくっていこうかとか、そ
のことに向けて生協は何ができるのとか、そうい
う段階に入っているような気がします。すごく難
しい難易度の高いシステム構築するよりは、地域
ごとに見える関係の中であそこはこの辺でやって
いるから、そのときに持っていけば。冷凍庫や冷
蔵庫の保管自体も、今の事業者さんに、やってい
だいている所は、それの管理も含めて結構大変な
ことなんだと思うんです。それをすごく広げてい
くと、なかなかあまりイメージが持ちにくい。そ
れよりは、例えば家庭菜園から出る持って行き場
のない野菜も、結構家庭ごみとして丸々捨てられ
ている現実もある中で、そういうものをここに持
っていけばいいかなというような、そういうもの
を地域の中で作っていくほうが現実的なのではな
いか。 
  そこには、民間だとかの共助の力と、そのネッ
トワークをつくっていったり、ネットワークを持
続化していく上では、市町村なり行政の力が要る
のではないかなというふうに少し感じます。 
川越：なるほど。県レベルでネットワークをいろい
ろつくってきて、そこの仕組みはできたけれども、
これを市町村単位まで広げていって、市町村単位
レベルのネットワークができてきたら、物流コス
トも下がってきてという今のお話は、結果として
そうなるということですよね。 
吉川：あとは、あっちが足りないとか、そういう情
報が共有化されて人が動く、あるいは事業者が動
くという、そういうことが大事なのではないかな
というふうに思います。 
川越：県レベルのネットワークから市町村レベルの
ネットワークへと展開するとなると課題もだいぶ
変わってくると思いますが、そのあたりはいかが
でしょう。 
古川：まず今皆さんがご指摘いただいたことという
のは、非常に大事な課題だなというふうに県でも
捉えております。 
  県の今年の活動としては、子ども食堂フォーラ
ムというのを開催しているのですが、例年さいた
ま市でそれこそ大規模なのをやっていたのが、今
回はまず県内4カ所で実施させていただきました。
そうすることによって、それぞれの場所に近い所
の市町村の方も来ていただけますし、何より開催
市の方に協力・後援をいただくことで、市だけで
はなくて市の社協さんですとか、地元の企業さん
が、要は観客として来てくださるんです。そうい
った中で自然発生的に、例えば子ども食堂フォー
ラムで登壇された方と懇談されたりということで
ネットワークもできてくるので、そういった活動
をやらせていただくのがいいのかなというふうに
今お話を伺っていて感じたところです。 
川越：あと、少しハードルがあるかもしれませんが、
それぞれの市町村単位でネットワークを作ってい
くというところへの県からの支援というのも、も
しかしたら必要かもしれないですね。 
古川：それはまた新しい課題となります。市町村で
も温度差がありますし、子どもの居場所に対する
考え方もいろいろあると思うんですよ。それぞれ
の地域に応じた支援ができればいいなというふう
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に思っております。 
川越：佐藤さんのほうから、いろいろな企業が集ま
っていくときに、公的色合いがあるところがどこ
かに1カ所あって、そこにいろいろなことを相談し
に行く形が作れればよいという話がありました。
県、あるいは県と当大学が一緒に組んで、県は仕
組み作りに、大学は機能強化に関わっていくとか、
機能補完しながら一緒にやっていくような形がと
れれば、そこに企業も相談しに行きやすくなる。
自治体も相談しに行きやすくなるという組織体が
できればいいのではないかというのが、佐藤さん
のご意見だったのではないかと思いますが、その
あたりはいかがですか。 
古川：理想的な形として、1つの形としてはあるのか
なというふうにはもちろん感じております。ただ
とにかく今は、コロナにまず打ち勝たなければい
けないということ、あとは、先ほどちょっと吉川
さんのほうからも家庭菜園の話なんかも出ており
ましたが、まずは無理に例えば寄付をしようとか
助けようとかってしていただくのではなくて、自
然と余ったものがつながっていくようなスキーム
とかというのも必要だと思っていますので、まず
はそういった取り組みのほうを重視したいかなと
いうふうに思っています。 
  その上で公的な側面、必要が生じた場合は、や
はり今段階ではまずは専門家におつなぎいただく
ほうが、生活困窮にしても、例えばですけれども
虐待にしても、あとは介護が必要な単身の高齢者
がいますというような話でも、皆さんが専門家に
つなげていただくのが、現実的には一番子ども食
堂さんなんかの負担にもならないかなとは思って
おります。 
川越：そうなると、最終形態の絵姿をみんなで共有
しながら、どこの部分からアプローチをするか。
あまり無理をしない形で作らないと継続も多分で
きないので。 
古川：まずそこです。 
川越：できるところからまずはやっていく。ただし、
いずれ市なのか、もう少し広域なのかは別にして、
いくつかのエリアでそれぞれの取組を展開してい
く。それと並行して、いろいろなことを相談でき
る公的な場所を作って、そこに企業や自治体も参
加しやすい状況をつくっていく。そういったもの
をどういった所から手を掛けながらやっていくか、
どこがやっていくかというところが、これからの
もしかしたら課題かもしれないですね。 
古川：そうですね。 
川越：ありがとうございました。今日はいろいろな
立場の方に参加いただき、それぞれ今どういう状
況にあるのか、何に困っているのか、どういうふ
うにしたらいいと思っているのかなどをお聞きし
ました。立場が異なりますので、それぞれお考え
も当然違いますよね。そうしたものを出し合うこ
とで、いろいろ化学反応も起こってきていた部分
があったかと思うのですが、最後に感じたことで
も結構ですし、今後こういったことをやりたいと
いうことでも結構ですので、一言ずつ頂ければと
思います。まずは佐藤さんからいかがでしょう。 
佐藤：本日のこういうディスカッション自体が、1つ
のネットワーク形成なのかなというふうに思いま
す。非常に多方面からのいろいろな取り組みだっ
たり、考えをあらためて勉強させていただきまし
たので、非常に役に立ちます。ありがとうござい
ます。 
  もう1つ、先ほど申し上げた公的性質というとこ
ろで、民間と公的な顔というのは、こういう活動
の中でうまく使い分けていく必要があるのかなと
いうふうにも思っていて。やはり子ども食堂が急
速にこれだけ広がった1つの理由として、なかなか
お役所の窓口に行きづらいという、そういう一部
の人たちの声があって。であれば、身近な民間の
子ども食堂さんのほうに行って、そこで仲良くな
って、そこから公的支援につながるという、そう
いう側面もあったと思うんです。一方で、企業さ
んなり、もう少し広い範囲の関係者の方々に一緒
に入っていただいて巻き込むためには、公的な側
面も必要だということで、そこはやはりうまく両
面を使い分けて、公的ないいところと民間のいい
ところをうまくバランスさせていくという、そう
いう取り組みが重要になってくるのかなというふ
うに本日改めて思いました。 
 ありがとうございます。 
川越：では、次に吉川さん、いかがでしょうか。 
吉川：今日はどうもありがとうございました。この
子ども支援の関係のネットワーク会議も、実は県
生協連ではなくて、コープみらい、パルシステム、
医療生協、各生協がそれぞれ参加をしていたのが
始まり、きっかけでした。ですから、県生協連は
遅ればせで参加してきたわけですが、今ご質問の
どういう状況にあるかということで今日交流をさ
せていただいたわけです。実は、そのどういう状
況にあるかということ自体が、なかなかこれは変
化もありますし、手のひらに乗りにくいのをどう
いうふうに手のひらに乗せていけるのかなという
ことが、本当に大事なのではないかなというふう
に思っていまして。それぞれの県域レベルのネッ
トワーク同士の情報交換なり、共有なり、あるい
は共通課題認識の中で、その中でそれぞれの組織
が何ができるか。生協で言えば、例えば所沢のほ
うで少し何かを作りたいということであれば、当
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然そこに住んでいる組合員のリーダー層の皆さん
に、こんな話が出ていますとか、こんなニーズが
あってというようなことを発信するということな
んだと思います。本当に今日のことを機会にそう
いうネットワーク同士の情報共有の場を作ってい
くことが、県生協連の役割でもあるかなというふ
うに感じました。本当にありがとうございます。 
川越：最後に、古川さん、いかがでしょう。 
古川：まずは、このような機会をつくっていただい
て、どうもありがとうございました。 
  あらためて実際に子ども食堂を運営されている
佐藤さん、それを支援されている吉川さん、それ
から、それを学術的な面で捉えていただいている
県立大学さんからお話を伺いまして、まず非常に
勉強になりました。今日一番感じたのは、やはり
われわれはもちろん本当に微力なんですけれども、
全力を尽くさせていただいているつもりではある
のですが、やはり実際に現場の方の声を聞いてみ
ると、今のニーズの話ですとか公的な部分の話で
すとかを生で聞くことで、われわれも今後の施策
に生かせると思いますので、今日お聞きしたこと
を持ち帰って整理して、今後に生かしていきたい
と思っております。 
 どうもありがとうございました。 
川越：パネルディスカッションでもいろいろなご意
見が出てきました。少しだけ課題を整理したいと
思います。子どもを支援したいとか、一緒に食事
を食べるような状況をつくってあげたいといった
思いからスタートした子ども食堂が、どんどん広
がっていった。広がっていったのは、自由度が高
く、自分らの思いを実現したいという人がいて、
あまりコストをかけずにできる状況があったから、
子ども食堂という形態が広がっていったのではな
いかということが、今日分かったところだったと
思います。 
  ただ広がっていくと、少しずつ公的色合いを帯
びざるを得なくなってくると。そこに参加をされ
ている方のなかに、いろいろな課題を持っている
家庭が見えてきたりしてくる。そうすると、課題
解決ができる誰かとつなげなければと思うように
なってくる。そうすると、今までは仲間同士で自
主的にやってきたものが、地域にある公的ないし
準公的な組織や人とつながる必要が出てくるが、
実はそうした方々を知らないし、つながり方もよ
くわからない。だから、課題解決が図れる人と顔
を合わせる場所と関係性構築が必要になる。ただ、
こうしたことはそれぞれの地域で展開しないとい
けない。だから、県全域ネットワークも必要です
が、プラス市町村単位、エリア単位のネットワー
クづくりも必要になってくる。支援者同士のネッ
トワークの動きは束縛しないまでも、異なる支援
者同士のネットワークがあまりつながっていなか
ったりするので、お互いに何をして何に困ってい
るかを情報共有しながら、それぞれの個々のネッ
トワークの活動と併せて、横のネットワークを作
っていく。もっとお互いが楽になるとか、より良
いものが作れるような横のネットワークのつなが
りをつくっていくといったところも、課題として
出てきたのではないかなと思います。こうしたこ
とが、今日の話のポイントではなかったかと思い
ます。 
  民間主導で広がってきた子ども食堂のような活
動と公的組織との連携をどう図っていくのか。逆
に、公的に進めたもののなかに民間主導の活動を
どう取り込んでいくのか。多様な地域の課題を解
決しようと思うと、民間と、準公的、公的レベル
の組織が顔の見える関係を作り、互いを知り、地
域課題解決といった目的のもとでそれぞれの役割
を果たしていく。各々が持っている力を総動員す
る仕組みと、それをつなぐ仕掛けを作っていかな
いと課題解決にはつながらないのではないかなと
いうことも、重要なご指摘であったかと思います。
皆さん、こういった課題認識ということでよろし
いでしょうか。 
佐藤：はい。 
川越：こうした課題を一つ一つ具体化し、関係者間
で共有し、課題の中で解決できそうなものからま
ずは一つ一つつぶしていくということがこれから
必要なことかと思います。こうしたことをやるた
めに、当大学では、多様な関係者が集まれる場と
してネットワーク会議という仕組みを設けたわけ
です。こうした場を使って、一つ一つ課題解決に
つなげていこうと思っています。ぜひ皆さんとも
ネットワークを組んで、情報共有しながら、埼玉
県内各市町村の地域課題の解決につなげていけれ
ばと思います。 
  以上でパネルディスカッションを終わりにした
いと思います。ありがとうございました。 
吉川：ありがとうございました。 
佐藤：ありがとうございました。 
古川：ありがとうございます。 
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